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「子どもの貧困とグローバル教育」
第 6回グローバル教育セミナー
日　時：2014 年 12月 11日（木）16:10 ～ 18:30
場　所：宇都宮大学峰キャンパス　大学会館　多目的ホール
主　催：宇都宮大学国際学部附属多文化公共圏センター、宇都宮大学HANDSプロジェクト *1
後　援：宇都宮市、宇都宮市教育委員会、NPO法人宇都宮市国際交流協会、（公財）栃木県国際交流協会
協　力：	NPO法人開発教育協会、まちなか・せかいネット	-	とちぎ海外協力NGOセンター、Table	
For	Two	宇都宮
*1　平成 26年度文部科学省特別経費プロジェクト　北関東を対象とした外国人児童生徒支援のための地域連携事業　（通称　宇都宮大学HANDSプロジェクト）
プログラム
16：10　はじめに－開会の挨拶－　田巻　松雄（国際学部長）
16：15　主旨説明
重田　康博（国際学部附属多文化公共圏センター副センター長、国際学部教授）
16：20　学生によるワークショップのVTR紹介「ACE作成によるコットンワークショップ」
　　　　・授業内で行った、体験型ワークショップの様子をVTRにて紹介
　　　　実施／VTR制作：学生実行委員－廣瀬　　祥（国際学部国際社会学科3年）
	 佐藤　静華（国際学部国際社会学科3年）
	 常田　咲希（国際学部国際文化学科1年）
	 韮澤　琴音（国際学部国際文化学科1年）
16：30　基調講演「私たちの暮らしから考える児童労働と子どもの貧困」
　　　　講 演 者：成田由香子（認定NPO法人　ACE（エース）　子ども支援事業担当）
17：20　パネルディスカッション「子どもの貧困とグローバル教育」
　　　　パ ネ リ ス ト：徳山　　篤（特定非営利活動法人　とちぎボランティアネットワーク　理事）
　　　　　　　　　　　　成田由香子（認定NPO法人　ACE（エース）　子ども支援事業担当）
　　　　　　　　　　　　Table	For	Two	宇都宮（宇都宮大学認定サークル）
　　　　コメンテーター：陣内　雄次（宇都宮大学教育学部教授）
　　　　　　　　　　　　湯本　浩之（留学生・国際交流センター准教授）
　　　　司　　　　　会：重田　康博（国際学部附属多文化公共圏センター副センター長、国際学部教授）
18：10　意見交換
18：25　終わりに－閉会の挨拶－
渡邉　直樹（国際学部附属多文化公共圏センターセンター長、国際学部教授）
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今回の第 6 回グローバル教育セミナーは、昨
年に引き続き、グローバル化する世界の中に
あって生じる貧富の格差を社会の構造的問題と
捉え、深刻化している「弱者としての子どもの
貧困について」共に考えることを目的に、2014
年 12 月 11 日（木）本大学の大学会館にて開催
されました。セミナーは、『学生による児童労
働のワークショップ体験』を録画した様子の発
表、児童労働に関する NGO の講師による講演、
そして、パネルディスカッションの 3 部構成で
行われました。
 
セミナー開催に先立ち、本大学の「地球市
民社会論（重田教授）」や「途上国経済発展論
（阪本准教授）」の講座をとっている学生たち
約 150 人が、日本の NGO の ACE 作成の児童労
働を考えるワークショップを体験しました。そ
の状況を、本セミナーの実行委員会の学生メン
バーが撮影し編集し VTR の導入映像を作成し
ました。その映像が講演の前に上映され、会場
の参加者が児童労働のワークショップを追体験
できるようにしたことで、会場の参加者それぞ
れが児童労働に対する意識を持って、セミナー
の講演及びパネルディスカッションに臨むこと
ができたように思えます。
第一部で発表された「児童労働に関するワー
クショップ」は、グローバル化が進む中で富め
る者と貧困に苦しむ者の格差がますます広がっ
てきており、私たちの消費行動が、その貧困と
児童労働にどのように関わっているのかを体験
するワークショップでした。
このワークショップを提供してくれた ACE
は、コットン種子生産における児童労働の問
題が深刻で教育の普及が最も遅れている地域
で、2010 年 1 月からパートナー団体の SPEED
（Society For People's　Economic & Educational 
Development）　と共に、児童労働を撤廃し、子
どもの就学を徹底させる「ピース・インド・プ
ロジェクト」を行っています。学校に行けずに
働いている児童の問題を世界に知ってもらうた
めの教材として、ＡＣＥは今回のワークショッ
プ教材を開発しました。このワークショップの
内容は、インドの実在の少女の死から生まれた
もので、インドのコットン畑で働き亡くなった
少女の児童労働の問題を、インドの少女・少女
の親・綿花農場主・中国の衣服生産業者・日
本のアパレルメーカー・消費者という 6 人が、
それぞれの立場から、少女の死をどう考え、ど
うすればよかったのか、何ができたかを考える
ロールプレイ式のものです。児童労働は、親に
原因があるのでしょうか ?　因習でしょうか ?
企業や生産業者の搾取の所為でしょうか ?　そ
れとも、社会の歪み故に起こるのでしょうか ?
授業において、ワークショップを体験した学生
たちは、それぞれ、違った立場に立つことで、
根 本 久美子国際学研究科博士後期課程
第 6 回　グローバル教育セミナー報告
「子どもの貧困とグローバル教育」
2014年12月11日
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「児童労働」の問題点が、違って見えることに
気づき、問題の根の深さを認識したことが映像
を通じて感じられました。今回紹介されたワー
クショップは、違った立場の言い分を共有する
ことから始まり、その違いを乗り越えて解決を
模索することの重要性を学ぶワークショップ
だったのではないかと思います。学生たちが体
験している映像や体験後のインタビューに答え
る姿を通して、会場の参加者は学生たちの思い
を共有できたように見受けられました。
第二部は、NGO の ACE（エース）の子ども
支援事業担当のスタッフで、宇都宮大学国際学
部卒業生でもある、成田由香子氏により、「私
たちの暮らしから考える児童労働と貧困」と題
した基調講演がなされました。成田氏は、イン
ドにおける児童労働の問題点、ACE の設立由
来、現在の活動の内容そして今後の我が国の児
童支援の在り方について講演なさいました。
MDGs の中で子どもの教育、女の子の権利に
関する開発目標がありますが、残念ながらい
まだに未達成です。現在策定中のポスト MDGs
の新たな目標の８つの中に、児童労働の撤廃も
入っており、子どもの権利、教育の権利、児童
労働がある限り、持続的な社会とはならないこ
とを踏まえ、ACE は活動を展開しているとの
ことでした。
 先ず、ACE 設立は 2014 年度のノーベル平和
賞受賞者のカイラシュ氏が「児童労働に反対す
るグローバルマーチ」という国際的なネット
ワークを立ち上げ 1998 年に各大陸で行ったこ
とに賛同したことに由来しています。ACE 設
立者は、日本でのグローバルマーチに尽力し、
それ以来、カイラシュさんが運営しているイン
ド国内の団体と共に、インドの農村の児童労働
をなくすプロジェクトを約 10 年間行っている
そうです。
次にインドでの児童労働の問題点ですが、
コットン生産を世界規模でみるとインドと中国
でコットン生産の半分を占めています。インド
におけるコットン生産には多くの子どもが関
わっています。ACE がプロジェクトを実施し
ている村のベイビーちゃんという女の子の事例
から、今回のセミナーの学生が体験したワーク
ショップが生まれました。
ベイビーちゃんは、5 歳から働き続け成田
氏が会った時農薬の皮膚病にかかっていまし
た。プロジェクト期間中に、彼女は農薬による
血液癌で亡くなりました。彼女だけでなく周辺
地域では、コットン畑の農薬のついた葉を手で
触り、その手で昼ご飯を食べることで農薬を口
にした女の子が即死するということが実際に起
きています。炎天下の中の長時間労働、そして
子どもが親の借金を返すために働いている債務
労働、これらは国際条約では禁止されています
が、実際起こっているのです。　　
こうしたインドの児童労働は、人の手による
作業に安い労働力として子どもが駆り出されて
いるのです。子どもは賃金が安く従順故に子ど
もを労働者として求める要因と、子どもを働き
手として送り出してしまう地域要因（親が教育
に関心がないとか、親自身が教育を受けていな
いので教育の大切さがわからないとか、子ども
が働くのは当たり前という考えが浸透してい
る）によります。女の子の場合 8 歳～ 14 歳の
年齢で学齢期でもお見合い結婚をさせられてし
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まう児童婚という習慣があるため、学校に行か
せないで働かせてしまえばいいという親の考
えもあります。又、女の子の家庭は、結婚の
際、夫の家にお金や贈り物をわたさなければな
らないという持参金の習慣があるために借金を
し、その返済のために女の子が働かざるを得な
くなっています。
以上のことから ACE では、現在「ピース・
インド」プロジェクトを、児童労働が多い地
域のテランガナ州で行っています。目標は、
子どもを労働から守って就学できるようにする
こと。女の子の問題やすでに義務教育を受けら
れない年齢に達した子たちの自立支援や親の
収入向上などです。親の意識を変えるのが一
番大変なため、集会などを開いて周知徹底を
目指しているとのことです。そのほかには、
地域の人たちが行政の制度を使って貧困から抜
け出せるようなサポート、又、働いていた子ど
もたちがすぐ学校に入るということは困難な
ため、まず基礎学力や学習習慣をつけて公立
の学校に橋渡しをするブリッジスクール活動
や、義務教育年齢を過ぎた読み書きのできな
い女の子の支援のため、読み書きを練習させ
て仕立屋として自立できるような訓練もして
いるとのことです。子どもだけでなく、親の
収入向上も行い、貯金をする習慣をつける、
農業の農薬をなるべく使わないようにする、
そのための技術支援、それから生計手段がない
という人たちには、小規模ビジネスを行い定期
的に安定した収入を得られるように資金支援な
ども行っているそうです。こうした支援活動の
成果として、ある村では、コットン畑で大人が
働くようになり、親の意識も変わり子どもたち
がちゃんと学校に行けるようになったそうで
す。教育の環境がきちんと整うようにという
ことで住民が寄付を集めて机と椅子を購入し、
又、行政への要請を通して新しい校舎ができ、
子どもたちが教室で勉強できるようになり、
女の子たちも約 60 人が仕立屋になり、結婚し
た後もミシンを嫁入り道具とし、仕立屋による
収入を得られています。親も日雇労働とか仕事
がなかった人たちが生計手段を得られるように
なったとのことです。
プロジェクトが終わった後も自分たちで村の
生活環境を改善できるようにするエンパワーメ
ント活動を行うことができるように、今、ある
企業の協力によって展開中だそうです。例え
ば、キューピーコーワゴールドやマスク等の商
品で有名な製薬会社の興和株式会社では、テネ
リータというオーガニックコットンを扱うブラ
ンドを持っています。農薬の問題があるので、
オーガニック化をすることで、種の遺伝子組み
換えなどの種子栽培が必要なくなるように、
コットンの栽培技術指導をし、それを買い取っ
て、日本で商品化するということしているとの
ことです。
ACE の活動は、インドだけでなくガーナに
おいても展開されています。森永製菓の「ダー
ス」というチョコレートのパッケージの裏には
ACE のロゴがあり、毎年「1 チョコ for 1 スマ
イル」という売り上げの一部がカカオの国の子
どもたちの支援になるという寄付のキャンペー
ンが行われています。こうした児童労働に対す
る企業の協力も徐々に見られるようになってい
るそうです。
最後に、成田氏は、日本の子どもの貧困につ
いて触れ、日本における児童労働への警鐘を鳴
らしました。我が国においても、児童労働とみ
られるケースもみえ始めていると言います。
深夜の飲食店での労働や性産業に巻き込まれる
といったことも起こっていることなどです。
成田氏は、家庭の貧困が原因で、雇用者が子ど
もを雇用しやすいという点で、途上国の状況と
非常に環境が似ており、児童労働が、教育を受
けられないこと、仕事に就けないことで貧困を
生み、それが又次世代においても児童労働に繋
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がるという悪循環を生み出すことを述べ、日本
の子どもの貧困も教育の格差を生み更に次世代
にそうした貧困が受け継がれていくのではない
かと危惧していました。今後日本でも、児童労
働が問題化する恐れがあるため、ACE では、
途上国でのこれまでの経験を生かし貧困対策の
取り組みを行っているそうです。まだ模索中だ
そうですが、途上国の現場でやっている教育支
援、働いている児童たちの就学支援、親が仕事
につけるようにするための行政への橋渡しの活
動等は、実際に日本でも共通して行えることが
あるのではないかと考えているそうです。
国外だけでなく、国内でも活動の必要性が生
まれてきていることに、私たちは日本の現状を
再認識させられました。
第三部は、本学の重田教授によるコーディ
ネートで、パネルディスカッションが行われま
した。講演者の成田由香子氏に加え（特定非営
利活動法人）とちぎボランティアネットワーク
理事であり、フードバンク担当の徳山篤氏、宇
都宮大学認定サークル「テーブル・フォー・
ツゥー　Table For Two（TFT）」の学生の皆さん
による自己紹介と活動紹介の後、パネルディス
カッションが行われました。
パネルディスカッションでは、重田教授か
ら、2 つの質問がそれぞれのパネリストに対し
て投げかけられ、それに答えていただく形で
ディスカッションが進められました。
最初の質問は、途上国と日本の貧困の課題の
共通点と相違点についてでした。 先ず、相違
点として挙げられたのが「見えづらさ」でした。
フードバンクに関わっている徳山氏から
は、日本の場合は、子どもの様子とか家庭の様
子とか母子家庭とかということが、個人情報に
よって守られているため、どこにどれだけの困
窮者がいるのかが見えにくいという意見が出さ
れました。
途上国の見えづらさとは、子どもの貧困、特
に児童労働の問題がグローバル経済の中に非常
に見えにくい形で巻き込まれているという点で
あることが成田氏より指摘されました。利益優
先、低コストということで、子どもたちが安い
労働力として使われビジネスと消費が成り立っ
てしまっているという点です。100 円ショップ
やファーストファッションのものづくりで安く
作られているという背景にはそうした仕組みや
犠牲になっている人たちがいるということで
す。見えないそうしたことをイメージすること
が消費者に求められていることを痛感させられ
ました。
2 つ目の質問は、子どもの貧困解決のために
学生や市民がどのように取り組んでいけばよい
かという点でした。それに対する回答は、「地
域でできること・参加する機会があれば参加す
ること」が解決に寄与することであるというこ
とが挙げられました。
成田氏は、講演で取り上げた「ダース」のチョ
コレートを買ったり、「コットンハンカチ」を
贈り物として人にあげたりすることで児童労働
を知ってもらうきっかけにもなるし、売り上げ
の一部が子どもたちの支援にまわるというよう
になることを紹介しました。又、フェアトレー
ドのファッションショーや様々なイベントを通
して知る・感じる・体験する等をして欲しいと
いうことも述べられました。
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徳山氏からは、他人任せにしないこと、すな
わち、専門家や行政任せにしないで、自らがで
きることをするという姿勢の重要性が挙げられ
ました。行政は非常に有望な手段を持っている
ものの、平等性や公平性を保つために一定のラ
インから外れると支援できない場合があるた
め、市民が一人一人が関心を持って補完してい
くことが大切なのではないかという意見が出さ
れました。
 TFT の 1 学生の疋田さんからは、とにかく
身近なところからやってみるということ、例え
ば、国際協力をしたいと思ったら、フェアトレー
ドまつりや地域で開催されているイベントなど
に参加する、あるいは行ってみると、そこで何
か出会いがあるかもしれないし、自分の考え方
や見方が変わるかもしれないと思って、ためら
わずに飛び込んでみることが大事だとの意見が
出されました。
NGO の視点、行政の視点、学生の視点それ
ぞれ視点は異なりますが、共通して言えるの
は、「身近なところから、できることを」とい
うことでした。
今回の第 6 回グローバル教育セミナーは、1
部・2 部・3 部と形を変えて、児童労働と低い
就学率という観点から「子どもの貧困」の実態
と課題を考えるものとなりました。
ACE の支援先のインドの状況も TFT の支援
先のアフリカの状況も同じ要因によるもので
す。そうした貧困にあえぐ人々や子どもの教育
に対しては、食べ物支援が、「希望」につなが
ることをフードバンクや TFT の活動は示して
くれました。
最後に、本大学教育学部の陣内教授からは、
「持続可能な開発のための教育（ESD）」の観
点から「未来は変えられる」というコメントが
寄せられました。未来を変えようと思えば変え
られるし改善しようと思えば改善できる。貧困
問題をどうにかしなければと思うだけではな
く、一歩踏み出すかどうかにかかっているとい
う言葉が期待と共にセミナーに参加した学生へ
投げかけられました。又、授業やゼミで学ぶだ
けでなく、貧困自治体の実情、街における孤立
死等の貧困の現場を知ってほしいという願いも
示されました。
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次に、留学生・国際交流センターの湯本准教
授からは、会場の参加者に対し、グローバル教
育・グローバル人材とは何か」という問いかけ
がなされました。安倍政権の下で、日本企業の
グローバル化を担うためにグローバルビジネス
で活躍する人材育成が目指されていますが、湯
本准教授は「グローバル教育」の観点から、政
府が望むような、「豊かな人がより豊かに・強
い人はより強くなる・声の大きな人がより大き
くなるための教育」ではなく、「声なき人の声
を聞き取り、その声をより広く世界に反映する
ようになるための教育」ではないかという考え
が示され、貧困や格差が広がらないように又そ
の問題が大きくならないように国際的に、ある
いは地域の中で活動して欲しいとのコメントが
寄せられました。
今回基調講演を行って下さった　成田由香子
氏は、本学の国際学部第 2 期生の OG で、在学
中に「国際協力論」の授業で夏休みにインドに
行き、現地で活動する NGO の活動や現場を見
て衝撃を受けたそうです。
帰国後、彼女は本学の掲示板でインドの大学
院で NGO の専門家を育てるプログラム（日本
インドの両国による奨学金制度）があることを
知り、留学にチャレンジしたそうです。インド
留学中に、ムンバイでストリートチルドレンの
NGO に関わり、帰国後、児童問題にもかかわっ
ている労働組合やインドにある日本大使館の職
員として、ODA の一環で現場の NGO を支援す
る活動に関わり、現在 ACE でインドの児童労
働担当者として活躍しています。彼女の大学時
代のインドでの活動報告は、本学の友松篤信
元教授の編著『国際開発ハンドブック　NGO
のフィールドメソッド』　明石書店　2005　PP 
73-85 に「ストリートチルドレン支援のネット
ワーク―インド」として掲載されています。本
国際学部で学んだことを、自らの人生に重ねて
活躍なさっていることを知り、本学に関わる者
として嬉しい限りです。益々のご活躍を祈ると
ともに、本セミナー参加の学生たちから彼女に
続く人たちが出てくることを期待してやみませ
ん。



